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〈
有
之
候
。
然
る
上
は
路
大
名
参
一
勧
の
延
引
被
致
候
内
、
不
胞
の
俄

も
有
之
間
放
も
の
陀
も
無
御
座
候
。
一
援
の
領
主
的
問
披
は
日
本
圏
中

の
騒
動
陀
慌
成
候
。
既
に
先
年
天
草
五
高
石
の
土
民
筒
披
仕
候
さ

へ
、
西
九
ケ
閣
の
騒
動
、
江
戸
に
て
は
将
軍
御
登
駕
と
申
程
の
取
沙

汰
陀
成
候
。
増
て
一
一
被
の
領
主
に
て
は
日
本
闘
中
の
騒
動
、
是
偏
に

細
悶
股
欲
心
よ
り
事
起
り
候
。
先
年
土
屋
殿
御
老
中
の
時
分
、
金
銀

吹
替
の
都
内
意
申
候
聡
以
の
外
不
興
、
後
藤
も
二
言
と
巾
叫
す
都
難

成
候
。
n
A

正
等
の
趣
被
問
召
上
、
天
下
の
御
震
諸
人
の
難
俗
、
私
一
命

と
引
智
被
下
也
候
は
ピ
雛
有
仕
合
可
奉
存
候
。
以
上
。

右
浪
人
姓
名
無
之
残
念
成
事
陀
候
。
御
取
訟
は
無
之
、
絡
に
正
金
銀
短

て
吹
改
、
今
活
用
の
型
金
銀
K
龍
成
候
。
写
保
の
初
年
正
良
金
銀
に

御
吹
改
被
成
、
二
十
年
に
不
満
内
、
叉
々
如
斯
促
成
候
俄
、
賊
可
惜
都

也。一
、
大
前
閣
の
事
情

平
保
年
中
一
随
勝
俣
へ
御
習
に
付
、
老
中
戸
岡
山
城
守
迄
麓
州
よ
り
雪

上
紙
面
の
内
、
抜
普
如
左
。

琉
球
人
へ
相
官時可
申
上
皆
、
被
仰
波
候
に
何
承
届
候
。
大
前
政
務

の
趣
。

形
岩
陀
て
御
陵
候
。
日
本
の
山
よ
り
古

t
見
え
巾
候
。
庇
絡
山
水
の

様
子
に
相
見
え
候
。

一
、
合
肢
の
内
省
北
京
陀
て
見
不
申
候
。
制
州
の
披
東
南
の
門
外

花
、
日
本
道
一
塁
廻
り
程
平
地
図
、
共
内
陀

τた
ら
し
候
節
見
申
候
。

八
色
の
抜
を
以
て
士
卒
配
分
け
、
叫
同
胞
を
持
ち
ま
を
不
入
打
申
候
。

五
人
宛
組
合
候
由
。
方
鉛
・長
万
の
取
さ
ば
き
有
之
、
裁
金
に
て
進

退
仕
候
俄
、
一
ヶ
月
陀
畿
日
と
式
日
有
之
曲
。
此
俄
図
々
所
々
同
然

稽
古
有
之
由
。

一
、
衣
類
白
俄
は
駆
者
迄
純
子
・紺
子
の
類
活
用
仕
候
も
御
座
候
。

後
続
緋
陀
相
見
え
候
。
丸
身
上
次
第
に
候
へ
ば
、
見
山
古
放
も
有
之
候
。

一
、
倹
約
の
依
は
成
程
有
之
桜
に
見
及
候
。
若
候
儀
は
且
て
見
及
不

中
候
。
銀
子
を
殊
の
外
Mr候
事
陀
て
、
一
一
山
一
毛
の
事
も
六
数
申
事

陀
御
座
候
。

一
、
共
足
は
杉
原
紙
の
厚
陀
鍛
を
延
、

t
さ
り
に
て
結
候
て
、
共
上

を
木
綿
花
て
包
申
具
足
K
て
、
紗
綾
を
以
て
絡
を
入
た
る
具
足
も
有

之
由
に
御
座
候
。

一
、
諸
寺
院
へ
参
諾
町
人
も
有
之
候
。
女
は
参
不
由
・
候
。
車
中
加
も
心

次
第
に
仕
事
に
御
座
候
。
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一
、
中
華
の
仕
世
六
筒
僚
御
座
候
。
去
戊
子
年
庇
へ
相
波
候
琉
球

人
、
板
行
仕
持
腕
候
六
験
初
畿
と
巾
嘗
物
一

附
御
座
候
に
付
差
上
申

候
。
右
の
内
に
獄
事
仕
位
式
の
儀
相
見
え
申
候
。

一
、
琉
球
人
使
者
庇
へ
会
候
俄
は
、
繭
州
へ
参
候
て
琉
球
館
へ

上
り
、

夫
よ
り
北
京
へ
参
候
。
水
陸
の
路
日
本
道
程
K
て
、
八
百
八
拾
皐
蝕

の
悶
り
に
御
座
候
。

北
京
陀
て
腐
は
舘
又
は
寺
h

k

k

混
在
候
。

一
、
中
華
の
俄
城
廻
り
指
波
、
大
排
日
本
道
七
八
皐
倣
も
可
有
御

座
哉
と
野
候
。
械
も
有
之
候
て
門
数
大
分
有
之
候
。
平
地
の
披
に
て

御
座
候
。
披
闘
の
内
花
町
屋
人
庖
多

t
、
三
公
六
卿
の
居
宅
寺
院
も

御
座
候
。

一
、
村
々
皐
々
に
謬
問
所
有
之
、
人
A

特
出
し
相
動
申
候
。
率
問
の

功
に
虫
叫
{
白
人
に
混
成
候
故
、
何
者
陀
て
も
別
て
持
出
し
申
候
。

一
、
武
惑
も
無
油
断
致
稽
古
候
様
子
に
御
座
候
。

て
図
々
よ
り
符
侯
都
へ
交
代
の
俄
は
無
之
候
。
官
人
を
図
々
へ
召

也
、
共
官
入
閣
を
治
申
候
由
。

公
六
卿
は
左
の
通
今
も
有
之
、
披

内
に
居
宅
有
之
候
。

一
、
山
川
・
草
木
・湖
水
段
々
御
座
候
。

川
は
大
川
に
て
日
本
近
江
の

湖
水
を
見
申
桜
成
所
も
有
之
候
。
又
は
狭
き
所
も
御
座
候
。
岡
は
大

一
、
服
忌
儒
方
は
=
一
年
限
候
由
。
仰
方
は
七

h
k

の
数
陀
行
ひ
巾
向
陀

御
座
候
。

て

融制
役
人
の
山
仕
は
明
け
六
時
拠
出
、
八
時
分
医
師
約
仕
候
由
に

御
座
候
。

一
、
聞
州
陀
て
酬
明
承
候
に
、
切
支
丹
宗
門
信
仰
の
者
有
之
、
中
府
E

普
直
し
候
。
其
科
K
依
て
仕
置
に
迩
候
由
。
是
は
聖
人
孔
子
の
道
を

直
し
候
科
と
承
候
。

右
は
去
年
参
府
仕
候
琉
球
人
の
内
、
庇
へ
相
波
り
候
4
4
に
相
等
候

庭
、
如
此
巾
陀
付
此
段
巾
上
候
。
以
上
。

一
、
窓
怒
に
途
方
を
失
へ
る
時
外
二
僚

深
山
幽
谷
笥
に
て
俄
陀
雲
霧
起

p
，h人
信途
方
-
候
時
、
担
問
主
総
候
へ
ば

昏
霧
時
る
と
一
宮
。
薩
州
冊
掛
川
崎
山
に
は
、
毎
h
k

昏
霧
起
り
て
行
先
み
え

ぬ
事
あ
り
。
共
時
白
祭
を
ま
き
散
し
山
刷
れ
ば
、
昏
霧
暗
る
と
云
も
此

類
也
と
云
。

務
地
忙
し
て
人
を
火
化
す
る
時
、向
先
制
抗
人
家
に
至
る
事
あ
り
。
共
時

赤
小
豆
を
抽
出
ば
共
采
止
と
云
。
不
潔
の
臭
気
も
同
然
と
云。

町
田
裂
の
箇
筆
硯
の
水
凍
り
て
難
用
時
、
土
用
水
を
貯
世
て
少
A

硯
陀

入
れ
ば
不
凍
と
云
。
療
相
脚
長
八
郎
仰
授
也
。

仰
右
筆
皆
貯
ふ
と
也
。
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